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勇
ゆ う

気
き

を 
出
だ

して

テリーはこおりつきました。
げきの練

れん

習
しゅう

に知
し

らない 
子
こ

供
ども

たちがいるなんて， 
思
おも

ってもみなかったのです。

「 Light the World —世
せ

界
かい

に，光
ひかり

を 」
あなたのワードもクリスマスの活

かつ

動
どう

を計
けい

画
かく

していま
すか。友

とも

達
だち

をさそって一
いっ

緒
しょ

に行
い

きましょう！

ノエル・ランバート・バル
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

ほかの子
こ

たちと練
れん

習
しゅう

しなくちゃね 」
テリーは家

いえ

で練
れん

習
しゅう

するのが好
す

きでした。簡
かん

単
たん

だったか
らです！ でも，ほかの子

こ

たちと一
いっ

緒
しょ

に練
れん

習
しゅう

しなければい
けないことは分

わ

かっていました。
数
すう

日
じつ

後
ご

，家
か

族
ぞく

のいのりのとき，テリーはあることを思
おも

い
つきました。
「練

れん

習
しゅう

に出
で

る勇
ゆう

気
き

が持
も

てるように，おいのりしてもい
い？」テリーは言

い

いました。「天
てん

のお父
とう

様
さま

が助
たす

けてくださ
るかもしれないから。」
「もちろんだよ」と，お父

とう

さんは言
い

いました。「いい考
かんが

え
だね！」

みんな目
め

をとじて，うでを組
く

みました。
「愛

あい

する天
てん

のお父
とう

様
さま

，どうかテリーが勇
ゆう

気
き

を出
だ

して練
れん

習
しゅう

に行
い

けるように助
たす

けてください」と，お父
とう

さんがいのりま
した。

次
つぎ

の練
れん

習
しゅう

の日
ひ

，テリーはお母
かあ

さんとヘイリーと一
いっ

緒
しょ

に教
きょう

会
かい

のドアをくぐりました。心
しん

臓
ぞう

はドキドキしていましたが，
やってみたいと思

おも

いました。テリーは覚
かく

悟
ご

を決
き

めました。
天
てん

のお父
とう

様
さま

とイエス様
さま

はきっとぼくを助
たす

けてくださってい
るにちがいない！ と思

おも

いました。
「テリー！ 会

あ

えてうれしいわ」と，ティー姉
し

妹
まい

が言
い

いま
した。

テリーはにっこりとうなずきました。たくさんの子
こ

供
ども

た
ちがすでに話

はなし

したり笑
わら

ったりしていました。ジェイクとミ
アのすがたが見

み

えました。でも，そのほかには知
し

ってい
る人

ひと

はいません。
ティー姉

し

妹
まい

は，練
れん

習
しゅう

中
ちゅう

，すわる場
ば

所
しょ

と話
はな

すタイミングを

このお話
はなし

は台
たい

湾
わん

での出
で

来
き

事
ごと

です。

 「じゅんびはできた？」テリーの姉
あね

のヘイリーが，テリーの部
へ

屋
や

に顔
かお

を出
だ

しました。「そろそろクリスマスのげきの練
れん

習
しゅう

に行
い

く時
じ

間
かん

よ。」
そうだった！ テリーとヘイリーはワードのクリスマスパーティーで特

とく

別
べつ

なげきに出
で

ることになっていました。
「もうすぐじゅんびできるよ！」テリーは上

うわ

着
ぎ

を着
き

ると，玄
げん

関
かん

から出
で

て行
い

きました。「ほかにだれが来
く

るの ?」
「ミアとジェイクよ。それから，ジェイクの学

がっ

校
こう

の子
こ

たちもね 」と，お母
かあ

さ
んが言

い

いました。「ほかの子
こ

たちはうちの教
きょう

会
かい

には通
かよ

っていないけど，手
て

伝
つだ

うのを楽
たの

しみにしてるのよ。」
テリーはこおりつきました。げきの練

れん

習
しゅう

に知
し

らない子
こ

供
ども

たちがいるなん
て，思

おも

ってもみなかったのです。知
し

らない子
こ

たちの前
まえ

でセリフを言
い

うなん
て，そんな勇

ゆう

気
き

が出
で

るわけがありません。
「もう行

い

きたくないよ」と，テリーは言
い

いました。 
「どうして？」お母

かあ

さんはたずねました。
「ほかの子

こ

たちのことを知
し

らないから」と，テリーは言
い

います。テリーは
いつも，知

し

らない人
ひと

と話
はな

すとドキドキします。
「でも，新

あたら

しい友
とも

達
だち

を作
つく

るチャンスよ。わたしも一
いっ

緒
しょ

にいるから」と，ヘ
イリーは言

い

いました。
テリーは首

くび

を横
よこ

にふりました。「次
つぎ

のときにしよう。今
き ょ う

日は家
いえ

でセリフ
の練

れん

習
しゅう

をしない？」
お母

かあ

さんはうなずきました。「分
わ

かったわ。でも，げきに出
で

たいのなら，

子
こ

供
ども

たちに伝
つた

えました。テリーは知
し

らない子
こ

供
ども

たちのそばに
すわるとやはりきんちょうしましたが，お父

とう

さんのいのりを思
おも

い出
だ

そうとしました。すると，気
き

持
も

ちが楽
らく

になりました。
歌
うた

とセリフを何
なん

度
ど

も練
れん

習
しゅう

しました。テリーのとなりにす
わっている子

こ

供
ども

たちは面
おも

白
しろ

い人
ひと

たちで，テリーをたくさん
笑
わら

わせてくれました！
数
すう

日
じつ

後
ご

，げきの本
ほん

番
ばん

の日
ひ

が来
き

ました。教
きょう

会
かい

はたくさんの
クリスマスツリーやイルミネーション，リボンでかざり
つけられていました。みんな赤

あか

と緑
みどり

の服
ふく

を着
き

ていまし
た。

テリーはもうほとんどきんちょうしなくなりました。
前
まえ

は知
し

らない子
こ

たちでしたが，ほかの子
こ

たちと一
いっ

緒
しょ

にいると楽
たの

しいのです。
げきの間

あいだ

，テリーはとても良
よ

い気
き

分
ぶん

でした。そして，
自
じ

分
ぶん

の番
ばん

が来
く

ると，セリフを大
おお

きな声
こえ

ではっきりと
言
い

いました。
げきが終

お

わると，テリーは家
か

族
ぞく

を見
み

つけまし
た。
「すばらしかったよ！」と，お父

とう

さんが言
い

いました。
お母

かあ

さんはにっこりしました。「とても楽
たの

し
そうだったわね。」 
「そうだね！ 勇

ゆう

気
き

を出
だ

してやれてよかったよ！」
と，テリーは言

い

いました。
テリーは，お母

かあ

さん，お父
とう

さん，ヘイリー，
そして天

てん

のお父
とう

様
さま

がいなければできなかっ
たでしょう。助

たす

けを求
もと

めていのり，勇
ゆう

気
き

を出
だ

し
たかいがありました。●
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